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今年も 10 月 22・23 日に「岡中 飛躍
ひやく

祭
さい

」が開催されました。今年は新型コロナウイ 

ルス感染症
かんせんしょう

の影響で、教職員の文化祭委員会と生徒会の文化祭実行委員会で入念
にゅうねん

な企
き

 

画
かく

・準備の上、感染拡大防止対策を第一に、いつもとは違う形式
けいしき

で実施いたしました。 

１日目は文化祭実行委員会企画
き か く

のオープニング、部活動発表として吹奏楽部、合唱部、 

ダンス部の発表をテレビで上映
じょうえい

し、各クラスでの鑑賞
かんしょう

となりました。また、２日目の合 

唱コンクールは事前
じ ぜ ん

に横浜みなとみらいホールの職員の方との入念
にゅうねん

な打
う

ち合
あわ

わせを行 

い、「横浜市文化施設
し せ つ

における新型コロナウイルス感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

ガイドライン」に沿
そ

っ 

て、学年
がくねん

毎
ごと

の入
い

れ替
か

え、保護者見学の中止等に踏
ふ

み切
き

り、実施しました。 

そもそも文化祭とは、世界
せ か い

大百科
だいひゃっか

事典
じ て ん

では「児童・生徒の学習
がくしゅう

成果
せ い か

に基
もと

づき、特別の 

プログラムをもって合唱、合奏
がっそう

、劇、朗読
ろうどく

、舞踏
ぶ と う

などを子どもたちに発表させる学校行 

事。展覧会
てんらんかい

、学芸会などと呼ぶこともある。古くは、江戸中期からの寺子屋
て ら こ や

での席書
せきがき

、天
てん

 

神講
じんこう

（子どもの健
すこ

やかな成長と学業
がくぎょう

成就
じょうじゅ

を願う日本の伝統行事）など寺子
て ら こ

の清書
せいしょ

をはり 

出して展覧
てんらん

する行事があり、明治前半期の小学校では、就学
しゅうがく

の効果
こ う か

を示
しめ

 

す目的から定期試験ののちに優等生
ゆうとうせい

に学習成果を発表させる行事が成立、 

普及
ふきゅう

し，やがて近隣
きんりん

の学校が共
きょう

同
どう

して〈教育品
きょういくひん

展覧会
てんらんかい

〉を組織
そ し き

する場 

合があった。」と説明しています。それが戦後、新制
しんせい

高等
こうとう

学校
がっこう

が確立し、 

1948 年頃から、クラブ活動や生徒の有志
ゆ う し

を中心とした文化祭が開催
かいさい

され 

るようになり、1960 年代には、現在と同じようなクラス単位での出
だ

し物 

を行う文化祭スタイルが定着
ていちゃく

していきます。 

今
いま

現在
げんざい

、文化祭を含めた学校行事を通して、どんな事を目標とし 

ているかというと、 

１．人間関係を上手
う ま

く形成
けいせい

すること 

２．集団生活で、所属
しょぞく

しているという実感
じっかん

や連帯
れんたい

を深めること 

３．公共
こうきょう

の精神を培
つちか

ってより良い学校生活を築
きず

くこと 

の３つが挙
あ

げられます。 

岡中 飛 躍 祭 

～ 

７つの光 ～

令和２年１０月３０日

横浜市立岡津中学校 

校長 廣
ひろ

 渕
ぶち

 徹
てつ

 志
し

 

同校 学校だより担当 

制
作
：
美
術
部 



社会人になって、必要
ひつよう

なコミュニケーションだったり、人とのつきあいかたなど、見え 

ない所で、色
いろ

んなものを学ぶことができるのが学校行事であり、その中でも生徒が主体的
しゅたいてき

 

に活動し、互
たが

いにぶつかりあいながらも一人ひとりを信じてクラスが一つになり、一つの 

曲を奏
かな

でる。そこに感動や喜び、達成感
たっせいかん

を味
あじ

わうことができるのが合唱コンクールだと思 

います。 

今年度のテーマ“１人１人にスポットライトを ～心に刻
きざ

む歌声～ ”のもとで、開・

閉
へい

祭式を含め、文化祭実行委員長（中津川颯人くん）を中心に、文化
ぶんか

祭
さい

実行委員が

企画
き か く

・運営
うんえい

を行い、素
す

晴
ば

らしい「飛躍
ひやく

祭
さい

」を作り上
あ

げることができ、令和
れ い わ

の時代からの新

たな岡中文化祭の歴史（合唱コンクールの実施）を継承
けいしょう

し、その１ページを築
きず

いてくれ

たと思います。実行委員の生徒には心からありがとうの言葉を贈
おく

りたいと思います。 

 

 

 

＜ １学年 ＞ 

順 クラス 合  唱  曲 指 揮 者 伴 奏 者 

１ ４組 大   空   讃   歌 岩崎 孝亮 尾関亜衣子 

２ ５組 マ イ バ ラ ー ド 内田 想葉 平柗 結衣 

３ ８組 君 を の せ て 飯田 皐樹 山田 航大 

４ ７組 こ の 地 球 の ど こ か で  弓削なつ美 有友まり子 

５ ３組 笑顔を忘れてしまった君に 石山 柚奈 佃  来音 

６ ６組 Ｈ Ｅ Ｉ Ｗ Ａ の 鐘 岩井  陸 島田真悠子 

７ １組 旅立ちの時～Asian Dream Song～ 古元 舞桜 板野  萌 

８ ２組 思 い 出 が い っ ぱ い  山本祐葵子 赤井  晴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１学年】 
 

金 賞 ３組 

銀 賞 ５組 

銅 賞 ８組 

 

《 講  評 １年生 》            音楽科 前田先生 
初めての合唱コンクールで、最初は戸惑いながら練習に励んでいましたが、本番が近づく

につれ、どのクラスも真剣に取り組む様子が見られました。練習中、男子は「低い声が出な

い」と、女子は「高い声が出ない」と苦戦していましたが、指揮者や伴奏者、パートリーダ

ー中心に互いに声をかけ合いながらできる限りの力を出して練習している姿がとても印象的

でした。 

本番ではソーシャルディスタンスを保ちながらの歌唱だったため、周りの声が聞こえにく

い中でしたが、今までともに練習してきた仲間を信じ、一人ひとりが一生懸命に演奏しまし

た。本番後には達成感から表情が和やかになる生徒も多くおり、思い出に残るような合唱コ

ンクールになったのではないかと思います。 

順位はつきましたが、どのクラスもそれぞれの良さが光る素敵な演奏でした。来年度に向

けてさらに成長できるよう、日ごろの音楽科の授業にも励んで参ります。 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjYo8rTl8PQAhWIfrwKHSaiBy0QjRwIBw&url=https://azukichi.net/music/onpu387.html&psig=AFQjCNEWx9O6cOX2rYhfzfKPA-uuU1xwQw&ust=1480138475872407


＜ ２学年 ＞ 

順 クラス 合  唱  曲 指 揮 者 伴 奏 者 

１ ５組 虹 小林 詩唄 秋谷 玲奈 

２ ２組 手 紙 ～拝啓十五の君へ～ 天野 愛夢 宗前 七海 

３ ８組 時 の 旅 人 植草 結翔 今村 桃奈 

４ ３組 地 球 の 鼓 動 原田 陽蕗 山本 紗椰 

５ １組 春           に 金子 日菜 角野 彩奈 

６ ４組 ヒ カ リ 平床 優太 中里 梨花 

７ ７組 あなたへ～旅立ちに寄せるメッセージ～ 土屋 仁彦 河 かれん 

８ ６組 地球星歌 ～笑顔のために～ 金子さくら 梅津奈乃羽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ３学年 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順 クラス 合  唱  曲 指 揮 者 伴 奏 者 

１ ６組 聞こえる 吉良萌々子 岡井 美希 

２ ３組 青鷺 成田 充希 戸井田咲良 

３ ５組 信じる 笠原 大河 谷 未佑奈 

４ １組 証 岡本 公輝 實川 菜花 

５ ７組 言葉にすれば 瀧澤 啓太 中本優妃乃 

６ ２組 大地讃頌 福間 優子 室井 結菜 

７ ４組 黒い瞳 眞田 大翔 髙木 陽香 

 

金 賞 ５組 

銀 賞 ４組 

銅 賞 ３組 

【２学年】 
 

金 賞 １組 

銀 賞 ７組 

銅 賞 ２組 
 

《 講  評 ２年生 》     審査委員長：音楽科 齋藤先生 
 

今回は短い期間で制限がある中での練習となり、大変なことが多かったと思います。しかし、

ホールで聴いた歌声は２週間前とは全く違い、一人ひとりが一生懸命口を開けて、堂々とした姿

で立ち、自信をもって歌っていました。男子生徒の中には変声期で声が出にくい人や、女子生徒

は出したことがない高音に苦戦しながらも、「できない」と諦めずに何度も個人で、パートで、

クラスで練習を繰り返し、工夫して、チャレンジしていました。そのような成果が発揮された素

晴らしい合唱だったと思います。また、去年よりも歌い方や強弱といった細かい表現にも磨きが

かかり、どのクラスも曲の雰囲気をよく出していました。あの場所で歌ったときの感覚や、歌い

終わった後の気持ちはその場で歌ったみなさんにしか味わえない経験です。そのときの気持ちを

大切にして、来年さらに成長した歌声を聴けることをとても楽しみにしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 講  評 ３年生 》            審査委員長：音楽科 齋藤先生 
 

例年と状況が大きく異なったにも関わらず、そのことを全く感じさせない圧巻の歌声

でした。１，２年生に聴かせられなかったことが悔しいです。３年生はどのクラスも難

易度の高い曲に挑戦し、最初はその難しさに不安や不満の声もありました。しかし、練

習を重ねていくごとにその言葉はプラスに変わり、「できないならこうやってみよう」

「こうすればうまくいくんじゃないか」と、一人ひとりが何度も試行錯誤しながら仲間

と取り組んでいました。だからこそ、１つの素晴らしい合唱を作り上げ、ホールにいた

人たちを感動させる、心に響くハーモニーを奏でることができたのだと思います。審査

をしていて、思わず「このまま終わってほしくない…。」と寂しい気持ちにもなりまし

た。まさに３年間の集大成にふさわしい合唱でした。 

本校では、昨年度から市芸術文化教育

プラネットフォームの「学校プログラ

ム」を活用し、アートの力を学びの基礎

づくりに活かすようにしています。 

 今年度も３年生の合唱指導のために、

テアトルフォンテの杉本、山本、佐藤様

３名に来校していただきました。これに

よって生徒の合唱に取り組む意識が大き

く変わってき、年々合唱コンクールの質

も高くなってきています。 

ありがとうございます！ 

 飛躍祭を終えて   文化祭実行委員長 中津川 颯人（３―６） 
 

皆さん、今年の文化祭・合唱コンクールはどうでしたか？今年は新型コロナウイル

スの影響で困難なことがたくさんありましたが、クラスや学年などで一丸となって乗

り越え、無事終えることができたと思います。自分自身、委員長という立場からとて

もプレッシャーや責任を感じていました。しかし、委員会の先生方など周りの方々か

らの支えもあり、自分たちにしか作れない文化祭を作ることができたと思います。今

年のスローガンにあるように、１人１人の歌声をみんなの心に刻むことができたよう

に思えます。この文化祭に携われて本当に良かったと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

飛躍祭（１０月２２、２３日）に先立てて、１０月８日（木）に文化部と国語科の展示

発表がありました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 華道部 ＞    部長：戸井田 咲良 
 

 今年は新型コロナウイルスの影響で、美術部と展

示場所が同じになったりするなど、例年と違うとこ

ろがありましたが、今年も作品を全校で見学できる

機会があり、嬉しく思いました。昨年まではなかっ

た合作作品もつくることができ、貴重な経験ができ

たと思います。また、自分が満足できる作品を作る

ことができ、良かったです。 

 三年間の集大成を皆さんに見せることができたと

思います。来年の展示も楽しみにしてください。 

＜ 科学部 ＞    部長： 田中祐喜 
 

今年は新型コロナウイルスの影響により、科

学部の発表では極力手を触れない作品を作るよ

うにしました。そのため、各班それぞれが模造

紙にまとめての発表となりました。今回の発表

で科学について少しでも関心をもっていただけ

ていれば幸いです。ありがとうございました。 

＜ 美術部 ＞    部長：小嶋 瑚花 

 今年の文化祭作品展は、例年と違って制作時間が短く大変でしたが、それぞれが成長でき

る機会となりました。 

１年生は、初めての展示となりましたが、一生懸命制作しクオリティの高い作品となりま

した。２年生は、１年生の時の経験を生かして新しいことに挑戦する姿が見られました。ま

た、３年生は、これまでで一番のこだわりを持ちよりよい作品を制作することができまし

た。３年生は部活動最後の作品でしたが、それぞれ３年間の成果を出せたと思います。 

展示準備に関しては、全学年が一丸となって、協力しながら行うことができ、交流を深

める良い機会にもなりました。 

＜ 吹奏楽部 ＞ 部長： 原田陽蕗 
 

コロナ禍により活動時間が短い中で、吹奏楽部は文化祭にむけて練習を重ねてきました。 

今年は昨年に比べて部員が増え、まとまらないときもありましたが、一人ひとりが限られた 

時間の中で練習の仕方を工夫し、曲を仕上げることができました。 

例年とは異なり映像での発表となりましたが、映像でしか表現できない演出により、とても 

格好良い仕上がりになったと思います。吹奏楽部特有の迫力を感じていただけていたら嬉しい

です。見ていただき、ありがとうございました。 

そして、来年に行われる定期演奏会やコンクール、文化祭で良い演奏ができるように、これ

からも皆で協力して活動していきたいと思います。これからも応援よろしくお願いします。 
 
 

福沢美優さん作 

校 長 室 

上矢莉央さん作 

職 員 玄 関 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
  

 

 

 

 

 

～ 文化祭実行委員によるオープニング ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ダ ン ス 部 ＞                          部長：宮川 若菜 
 

今年の飛躍祭は、例年と違い映像での発表となりましたが、「すごかった」「さすがダン

ス部」などの声をたくさんいただき、とても嬉しかったです。普段と違う発表方法だった

ので、作品の創り方には苦労しました。特に撮影場所や照明の当て方、カメラワークな

ど、初めてのことだらけで大変でした。また、活動日が少なく時間がない中での撮影でし

たが、どうにか形にすることができました。実際にステージでの発表を見ていただきたか

った気持ちもありますが、今年の飛躍祭は良い思い出になりました。これからも１、２年

生は活動が続きますので、応援をよろしくお願いします。 
 

＜ 合 唱 部 ＞ 部長：加藤 妃萌花 
 

今年は新型コロナウイルスの影響により、集大成の部活動発表がみなとみらいホールでは

なく、ビデオ撮影ということに最初は抵抗がありました。しかし、男声パートに助っ人とし

て来てくれた生徒や、撮影から編集までしてくださった先生、広報委員の方々のおかげで素

敵な作品に仕上がり、感謝しています。来年は生で発表できる環境になれたら、と思ってい

ます。発表を見てくださり、ありがとうございました。 



 

 

 10月 14日泉警察署において、自転車盗防止のポス 

ター制作を企画し、岡津 31人、いずみ野５人、中和 

田６人、泉が丘２人、中田２人、上飯田１人と合計 

４７人の参加の中から本校３年生の水野春香さんに 

代表として感謝状の贈呈がありました。 

泉警察署の柴田直樹署長からは「泉区の安心・安 

全のまちづくりのためにご協力頂きありがとうござ 

います」と感謝の言葉がありました。 

今回制作されたポスターは現在、泉警察署ＨＰに掲載されています。 
 

 

 

 

令和２年度横浜市中学校総合体育大会「閉会式」が新型コロナウイルス感染症の影響で

中止になり、本来であれば、その場で表彰される各中学校男女１名ずつ選出された体育活

動優秀生徒が各中学校での表彰となります。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

１．３年生進路面談             １０月２９、３０日 

                      １１月 ２、４、５日 
 

２．１・２年生教育相談           １０月２９、３０日 １１月 ２，４日 
 

３．２年生自然教室（長野県戸狩）      １１月６日（金）～８日（日） 

  ２年生代休               １１月９、１０日 
 

４．２学期期末テスト １６日（月） １日目：１、２年生 国語 技家 音楽 

                           ３年生  国語 音楽 技家 

１７日（火） ２日目：    全学年 英語 理科 保体 

１８日（水）  ３日目：  全学年 数学 社会（学活） 
 

５．３年生受検用証明書撮影（希望者）    １１月１８日（水） 
 

６．生徒会立会演説会  生徒会役員選挙    １１月３０日（月） 

 
 

 

 

 

 

 

 

お 知 ら せ 

～ 体育活動優秀生徒とは？ ～ 
日頃の体育活動（体育の授業や学校行事、部活動など）に一生懸命に取り組み成果を上げた生

徒が選ばれます。技能面だけでなく、日頃の学校生活を大切に努力したことも評価されました。 

男子：高野 真成くん（３－２） 女子：山本千咲登さん（３－３） 

 

＜ １１月に例年実施されている行事について ＞ 

【 延期 】 
小学校６年生保護者対象授業参観、２年生保護者対象進路説明会 

 

【 中止 】 
横浜市総合体育大会閉会式（横浜文化体育館）、 １０組区合同宿泊学習（愛川ふれあいの村） 

５校種ジョイントコンサート（ﾌｪﾘｽ女学院大学） １年生職業講話・２年生職場体験 
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